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建築学科紹介 / DEPARTMENT OF ARCHITECTURE

日本で始めての建築学科
東大建築学科は、明治 6年に開校した工学寮の
専門科の一つとしてスタートした日本で初めて
の建築学科です。東京駅や日本銀行の設計者とし
て著名な第一期生の辰野金吾をはじめ、日本を代
表する建築物の数々が当学科の卒業生の手で生
み出されてきました。近年においても世界のトッ
プレベルで活躍する建築家や建築技術者を数多
く輩出しています。また、建築学は大変すそ野の
広い学問でもあることから、多様な方面の最前線
で卒業生が幅広く活躍しています。

初代教授ジョサイヤ・コンドル（1号館前銅像）

工学部 1号館の外壁沿いに増築された、建築学科図書館

15号講義室での講義

東大建築学科卒の最大手ゼネコン 3社社長との座談会

留学先の設計スタジオ

三大学合同 卒業制作講評会

材料実験

卒業制作展示

批評家・東浩紀 さんを招いた特別講義

構造破壊実験機

建築史実習

COMMUNE246 屋台村（意匠系 3研究室で設計・製作）

被災地での仮設住宅建設ワークショップ

インド・パンジャブで行ったワークショップ（スタンフォード大他と共同）

建築模型を囲んでのエスキース・クリティーク

スタイロフォーム（断熱材）のパビリオン（2013 年五月祭）

3 つの領域と目指す人物像
建築学は、家具や住宅から都市まで人が活動する
あらゆる環境を構想する学問で、専門家としての
歴史観を育成し先端の計画・デザインを行う計画・
歴史・意匠系、現在最も注目される環境問題に取
組む設備・環境系、地震先進国である強みを活か
した先端のエンジニアリングとしての構造・材料・
構法系の 3つの領域を設定しています。建築学
科では、2-3 年でこれら全ての系の基礎力を身に
つけ、４年で各分野の専門性を深めることで幅広
い総合力と高度な専門性を統合して建築を思考
することのできる人物の育成を目指しています。

柔軟な選択性
建築学科では、建築設計の基礎である 2年冬学
期の設計製図第一、学部の集大成である 4年の
卒業論文及び卒業制作以外は全て選択科目 *とな
り、各自の志向に合わせた柔軟かつ幅の広い学習
計画が可能です。
＊一級建築士受験資格を満たすために履修しなければいけない限
定選択科目を用意しています。

豊富な講義と演習
通常の講義に加え、実験や設計製図、デッサンや
都市リサーチなどの演習科目を多く用意していま
す。教員と一対一で直接議論をしたり、グループ
で課題に取組むことも多く、様々な種類のリサー
チ・実験・提案・検証・ディスカッション・プレゼ
ンテーションの経験を積む中で、社会でリーダー
シップを発揮するのに必要な技能を自然に身につ
けることができます。

卒業論文・制作
建築学科では高度な思考力と実践力を身につけるた
め卒業論文と卒業制作（設計または研究）を全員
に課しています。優秀者には辰野賞や海外留学が出
来るコンドル賞が与えられ、各種展覧会やコンテ
ストへの参加、雑誌掲載等のチャンスがあります。

第一で総合力を身につけます。3年夏学期から 4
年夏学期にかけては、各分野の知識と理論の広が
りを実感しつつ、自分に合った専門分野を絞って
いきます。4年になると研究室に所属し、専門性
を充分に踏まえた先進的・実践的演習として卒業
論文と卒業制作に取り組みます。

卒業後の進路 
学部卒業後は他の学科と同様に、大学院に進む人
が最も多く半数を超えています。卒業・修了後の
就職先は学問分野の広さを反映して多岐にわた
ります。建築設計事務所・ゼネコン以外にも、不
動産・デベロッパー・銀行といった建設業を支え
る仕事、業務の発注や監督をする官公庁・国際機
関、プレゼンテーションスキルを活かした広告・マ
スコミは以前から人気がありましたが、最近は地
域に密着したまちづくりコンサルタントや NPO、
時代の要請である改修・保存分野、またコンピュー
タースキルを活かしたグラフィック分野に進む人も
増えています。

あって実物大のパビリオンを設計・施工します。
広報や協賛金の獲得など全て学生だけで行う、こ
こでしかできない経験を得る貴重な機会です。

五月祭への参加 
毎年有志が集まり、様々なテーマのもと協力し

先端的な実験設備 
防火試験用大型加熱炉、熱物性試験装置、X線回
折装置、風洞実験室、万能力学試験機、太陽光、
紫外線暴露試験機・レーザーカッター・3Dプリンター・
ロボットアーム等、新しい建築の可能性を支える多
用な先端的実験設備を備えています。

インターンシップ 
授業の一環として、国内外の設計事務所等で実務
を手伝いながら建築設計のプロセスを学び、建築
家の優れた仕事を体験することができます。

特別講義 
世界で活躍する一流の建築家・研究者・評論家・
写真家・デザイナー等の特別講義を頻繁に行い、
最新の議論を身近で体験することができます。

震災復興活動 への取組み
仮設・復興住宅の設計やコミュ ニティづくりなど
に参加し、様々な形で復興に取組んでいます。復興
住宅設計で 1年半現地に常駐してプロジェクトを
主導した冨安亮輔君は総長大賞を受賞しました。

国際ワークショップ 
MIT、プリンストン大、スタンフォード大、精華大、
シンガポール国立大、ローマ大、マドリッド工科大と
いった世界トップクラスの大学院などと合同で行
う国際ワークショップを多数開催しています。

実施プロジェクトへの参画
4 年で研究室に所属すると、実際に実現するプロ
ジェクトに参加することも可能になります。実際
の建築物を対象として計測や構造計算を行った
り、設計に加わったりと、学生の内から社会と接
する貴重な経験をすることができます。

AUSMIP プログラム
欧州の大学院と交換留学制度を設けています。半
年間、現地の学 生とともに講義や設計課題に取
り組 み、知識や技術の交流を行います。

建築史実習
各地に残る古社寺などの歴史的建造物や、近現
代建築を実際に訪れる実習を行っています。4泊
5日の行程で建築空間を肌で感じながら、学生同
士・教員との親睦を深める機会ともなります。

世界的に活躍する卒業生
辰野金吾（1879 年卒）・建築家
『東京駅』『日本銀行本店』他

丹下健三（1938 年卒）・建築家
『東京計画1960』『広島ピースセンター』『代々木体育館』『都庁』他

黒川紀章（1959 年修）・建築家
『中銀カプセルタワー』『クアラルンプール国際空港』『ゴッホ美術館』他

槇文彦（1952 年卒）・建築家
『代官山ヒルサイドテラス』『スパイラル』『ワールドトレードセンター』『朝
日テレビ本社』『MITメディアラボ新館』他。プリツカー賞受賞

磯崎新（1954 年卒）・建築家
『深圳文化中心』『LA現代美術館』『チームディズニービル』他。また『建
築の解体』『空間へ』など多数の著作で世界的に多大な影響を与える

伊東豊雄（1965 年卒）・建築家
『仙台メディアテーク』『多摩美術大学図書館』『台中オペラハウス』『高
雄スタジアム』『バルセロナ・ポルタフィラ』他。プリツカー賞受賞

森民夫（1972 年卒）・長岡市長
『アオーレ長岡』設計：隈研吾（1977 年卒・現建築学科教授）
藤本壮介 (1994 年卒 )・建築家
『武蔵野美術大学図書館』『台湾タワー』『サーペンタインギャラリー』他

戸恒浩人 (1997 年卒 )・照明デザイナー
『東京スカイツリーライトアップ』他

坪井健 (2000 年卒 )・CGデザイナー　　他多数

カリキュラム

カリキュラム
2 年冬学期には、それぞれの分野の基礎を概論と
し て学び、唯一の必修科目である建築設計製図
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建築学科紹介 / DEPARTMENT OF ARCHITECTURE

日本で始めての建築学科
東大建築学科は、明治 6年に開校した工学寮の
専門科の一つとしてスタートした日本で初めて
の建築学科です。東京駅や日本銀行の設計者とし
て著名な第一期生の辰野金吾をはじめ、日本を代
表する建築物の数々が当学科の卒業生の手で生
み出されてきました。近年においても世界のトッ
プレベルで活躍する建築家や建築技術者を数多
く輩出しています。また、建築学は大変すそ野の
広い学問でもあることから、多様な方面の最前線
で卒業生が幅広く活躍しています。

初代教授ジョサイヤ・コンドル（1号館前銅像）

工学部 1号館の外壁沿いに増築された、建築学科図書館

15号講義室での講義

東大建築学科卒の最大手ゼネコン 3社社長との座談会

留学先の設計スタジオ

三大学合同 卒業制作講評会

材料実験

卒業制作展示

批評家・東浩紀 さんを招いた特別講義

構造破壊実験機

建築史実習

COMMUNE246 屋台村（意匠系 3研究室で設計・製作）

被災地での仮設住宅建設ワークショップ

インド・パンジャブで行ったワークショップ（スタンフォード大他と共同）

建築模型を囲んでのエスキース・クリティーク

スタイロフォーム（断熱材）のパビリオン（2013 年五月祭）

3 つの領域と目指す人物像
建築学は、家具や住宅から都市まで人が活動する
あらゆる環境を構想する学問で、専門家としての
歴史観を育成し先端の計画・デザインを行う計画・
歴史・意匠系、現在最も注目される環境問題に取
組む設備・環境系、地震先進国である強みを活か
した先端のエンジニアリングとしての構造・材料・
構法系の 3つの領域を設定しています。建築学
科では、2-3 年でこれら全ての系の基礎力を身に
つけ、４年で各分野の専門性を深めることで幅広
い総合力と高度な専門性を統合して建築を思考
することのできる人物の育成を目指しています。

柔軟な選択性
建築学科では、建築設計の基礎である 2年冬学
期の設計製図第一、学部の集大成である 4年の
卒業論文及び卒業制作以外は全て選択科目 *とな
り、各自の志向に合わせた柔軟かつ幅の広い学習
計画が可能です。
＊一級建築士受験資格を満たすために履修しなければいけない限
定選択科目を用意しています。

豊富な講義と演習
通常の講義に加え、実験や設計製図、デッサンや
都市リサーチなどの演習科目を多く用意していま
す。教員と一対一で直接議論をしたり、グループ
で課題に取組むことも多く、様々な種類のリサー
チ・実験・提案・検証・ディスカッション・プレゼ
ンテーションの経験を積む中で、社会でリーダー
シップを発揮するのに必要な技能を自然に身につ
けることができます。

卒業論文・制作
建築学科では高度な思考力と実践力を身につけるた
め卒業論文と卒業制作（設計または研究）を全員
に課しています。優秀者には辰野賞や海外留学が出
来るコンドル賞が与えられ、各種展覧会やコンテ
ストへの参加、雑誌掲載等のチャンスがあります。

第一で総合力を身につけます。3年夏学期から 4
年夏学期にかけては、各分野の知識と理論の広が
りを実感しつつ、自分に合った専門分野を絞って
いきます。4年になると研究室に所属し、専門性
を充分に踏まえた先進的・実践的演習として卒業
論文と卒業制作に取り組みます。

卒業後の進路 
学部卒業後は他の学科と同様に、大学院に進む人
が最も多く半数を超えています。卒業・修了後の
就職先は学問分野の広さを反映して多岐にわた
ります。建築設計事務所・ゼネコン以外にも、不
動産・デベロッパー・銀行といった建設業を支え
る仕事、業務の発注や監督をする官公庁・国際機
関、プレゼンテーションスキルを活かした広告・マ
スコミは以前から人気がありましたが、最近は地
域に密着したまちづくりコンサルタントや NPO、
時代の要請である改修・保存分野、またコンピュー
タースキルを活かしたグラフィック分野に進む人も
増えています。

あって実物大のパビリオンを設計・施工します。
広報や協賛金の獲得など全て学生だけで行う、こ
こでしかできない経験を得る貴重な機会です。

五月祭への参加 
毎年有志が集まり、様々なテーマのもと協力し

先端的な実験設備 
防火試験用大型加熱炉、熱物性試験装置、X線回
折装置、風洞実験室、万能力学試験機、太陽光、
紫外線暴露試験機・レーザーカッター・3Dプリンター・
ロボットアーム等、新しい建築の可能性を支える多
用な先端的実験設備を備えています。

インターンシップ 
授業の一環として、国内外の設計事務所等で実務
を手伝いながら建築設計のプロセスを学び、建築
家の優れた仕事を体験することができます。

特別講義 
世界で活躍する一流の建築家・研究者・評論家・
写真家・デザイナー等の特別講義を頻繁に行い、
最新の議論を身近で体験することができます。

震災復興活動 への取組み
仮設・復興住宅の設計やコミュ ニティづくりなど
に参加し、様々な形で復興に取組んでいます。復興
住宅設計で 1年半現地に常駐してプロジェクトを
主導した冨安亮輔君は総長大賞を受賞しました。

国際ワークショップ 
MIT、プリンストン大、スタンフォード大、精華大、
シンガポール国立大、ローマ大、マドリッド工科大と
いった世界トップクラスの大学院などと合同で行
う国際ワークショップを多数開催しています。

実施プロジェクトへの参画
4 年で研究室に所属すると、実際に実現するプロ
ジェクトに参加することも可能になります。実際
の建築物を対象として計測や構造計算を行った
り、設計に加わったりと、学生の内から社会と接
する貴重な経験をすることができます。

AUSMIP プログラム
欧州の大学院と交換留学制度を設けています。半
年間、現地の学 生とともに講義や設計課題に取
り組 み、知識や技術の交流を行います。

建築史実習
各地に残る古社寺などの歴史的建造物や、近現
代建築を実際に訪れる実習を行っています。4泊
5日の行程で建築空間を肌で感じながら、学生同
士・教員との親睦を深める機会ともなります。

世界的に活躍する卒業生
辰野金吾（1879 年卒）・建築家
『東京駅』『日本銀行本店』他

丹下健三（1938 年卒）・建築家
『東京計画1960』『広島ピースセンター』『代々木体育館』『都庁』他

黒川紀章（1959 年修）・建築家
『中銀カプセルタワー』『クアラルンプール国際空港』『ゴッホ美術館』他

槇文彦（1952 年卒）・建築家
『代官山ヒルサイドテラス』『スパイラル』『ワールドトレードセンター』『朝
日テレビ本社』『MITメディアラボ新館』他。プリツカー賞受賞

磯崎新（1954 年卒）・建築家
『深圳文化中心』『LA現代美術館』『チームディズニービル』他。また『建
築の解体』『空間へ』など多数の著作で世界的に多大な影響を与える

伊東豊雄（1965 年卒）・建築家
『仙台メディアテーク』『多摩美術大学図書館』『台中オペラハウス』『高
雄スタジアム』『バルセロナ・ポルタフィラ』他。プリツカー賞受賞

森民夫（1972 年卒）・長岡市長
『アオーレ長岡』設計：隈研吾（1977 年卒・現建築学科教授）
藤本壮介 (1994 年卒 )・建築家
『武蔵野美術大学図書館』『台湾タワー』『サーペンタインギャラリー』他

戸恒浩人 (1997 年卒 )・照明デザイナー
『東京スカイツリーライトアップ』他

坪井健 (2000 年卒 )・CGデザイナー　　他多数

カリキュラム

カリキュラム
2 年冬学期には、それぞれの分野の基礎を概論と
し て学び、唯一の必修科目である建築設計製図
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建築学科紹介 / DEPARTMENT OF ARCHITECTURE

日本で始めての建築学科
東大建築学科は、明治 6年に開校した工学寮の
専門科の一つとしてスタートした日本で初めて
の建築学科です。東京駅や日本銀行の設計者とし
て著名な第一期生の辰野金吾をはじめ、日本を代
表する建築物の数々が当学科の卒業生の手で生
み出されてきました。近年においても世界のトッ
プレベルで活躍する建築家や建築技術者を数多
く輩出しています。また、建築学は大変すそ野の
広い学問でもあることから、多様な方面の最前線
で卒業生が幅広く活躍しています。

初代教授ジョサイヤ・コンドル（1号館前銅像）

工学部 1号館の外壁沿いに増築された、建築学科図書館

15号講義室での講義

東大建築学科卒の最大手ゼネコン 3社社長との座談会

留学先の設計スタジオ

三大学合同 卒業制作講評会

材料実験

卒業制作展示

批評家・東浩紀 さんを招いた特別講義

構造破壊実験機

建築史実習

COMMUNE246 屋台村（意匠系 3研究室で設計・製作）

被災地での仮設住宅建設ワークショップ

インド・パンジャブで行ったワークショップ（スタンフォード大他と共同）

建築模型を囲んでのエスキース・クリティーク

スタイロフォーム（断熱材）のパビリオン（2013 年五月祭）

3 つの領域と目指す人物像
建築学は、家具や住宅から都市まで人が活動する
あらゆる環境を構想する学問で、専門家としての
歴史観を育成し先端の計画・デザインを行う計画・
歴史・意匠系、現在最も注目される環境問題に取
組む設備・環境系、地震先進国である強みを活か
した先端のエンジニアリングとしての構造・材料・
構法系の 3つの領域を設定しています。建築学
科では、2-3 年でこれら全ての系の基礎力を身に
つけ、４年で各分野の専門性を深めることで幅広
い総合力と高度な専門性を統合して建築を思考
することのできる人物の育成を目指しています。

柔軟な選択性
建築学科では、建築設計の基礎である 2年冬学
期の設計製図第一、学部の集大成である 4年の
卒業論文及び卒業制作以外は全て選択科目 *とな
り、各自の志向に合わせた柔軟かつ幅の広い学習
計画が可能です。
＊一級建築士受験資格を満たすために履修しなければいけない限
定選択科目を用意しています。

豊富な講義と演習
通常の講義に加え、実験や設計製図、デッサンや
都市リサーチなどの演習科目を多く用意していま
す。教員と一対一で直接議論をしたり、グループ
で課題に取組むことも多く、様々な種類のリサー
チ・実験・提案・検証・ディスカッション・プレゼ
ンテーションの経験を積む中で、社会でリーダー
シップを発揮するのに必要な技能を自然に身につ
けることができます。

卒業論文・制作
建築学科では高度な思考力と実践力を身につけるた
め卒業論文と卒業制作（設計または研究）を全員
に課しています。優秀者には辰野賞や海外留学が出
来るコンドル賞が与えられ、各種展覧会やコンテ
ストへの参加、雑誌掲載等のチャンスがあります。

第一で総合力を身につけます。3年夏学期から 4
年夏学期にかけては、各分野の知識と理論の広が
りを実感しつつ、自分に合った専門分野を絞って
いきます。4年になると研究室に所属し、専門性
を充分に踏まえた先進的・実践的演習として卒業
論文と卒業制作に取り組みます。

卒業後の進路 
学部卒業後は他の学科と同様に、大学院に進む人
が最も多く半数を超えています。卒業・修了後の
就職先は学問分野の広さを反映して多岐にわた
ります。建築設計事務所・ゼネコン以外にも、不
動産・デベロッパー・銀行といった建設業を支え
る仕事、業務の発注や監督をする官公庁・国際機
関、プレゼンテーションスキルを活かした広告・マ
スコミは以前から人気がありましたが、最近は地
域に密着したまちづくりコンサルタントや NPO、
時代の要請である改修・保存分野、またコンピュー
タースキルを活かしたグラフィック分野に進む人も
増えています。

あって実物大のパビリオンを設計・施工します。
広報や協賛金の獲得など全て学生だけで行う、こ
こでしかできない経験を得る貴重な機会です。

五月祭への参加 
毎年有志が集まり、様々なテーマのもと協力し

先端的な実験設備 
防火試験用大型加熱炉、熱物性試験装置、X線回
折装置、風洞実験室、万能力学試験機、太陽光、
紫外線暴露試験機・レーザーカッター・3Dプリンター・
ロボットアーム等、新しい建築の可能性を支える多
用な先端的実験設備を備えています。

インターンシップ 
授業の一環として、国内外の設計事務所等で実務
を手伝いながら建築設計のプロセスを学び、建築
家の優れた仕事を体験することができます。

特別講義 
世界で活躍する一流の建築家・研究者・評論家・
写真家・デザイナー等の特別講義を頻繁に行い、
最新の議論を身近で体験することができます。

震災復興活動 への取組み
仮設・復興住宅の設計やコミュ ニティづくりなど
に参加し、様々な形で復興に取組んでいます。復興
住宅設計で 1年半現地に常駐してプロジェクトを
主導した冨安亮輔君は総長大賞を受賞しました。

国際ワークショップ 
MIT、プリンストン大、スタンフォード大、精華大、
シンガポール国立大、ローマ大、マドリッド工科大と
いった世界トップクラスの大学院などと合同で行
う国際ワークショップを多数開催しています。

実施プロジェクトへの参画
4 年で研究室に所属すると、実際に実現するプロ
ジェクトに参加することも可能になります。実際
の建築物を対象として計測や構造計算を行った
り、設計に加わったりと、学生の内から社会と接
する貴重な経験をすることができます。

AUSMIP プログラム
欧州の大学院と交換留学制度を設けています。半
年間、現地の学 生とともに講義や設計課題に取
り組 み、知識や技術の交流を行います。

建築史実習
各地に残る古社寺などの歴史的建造物や、近現
代建築を実際に訪れる実習を行っています。4泊
5日の行程で建築空間を肌で感じながら、学生同
士・教員との親睦を深める機会ともなります。

世界的に活躍する卒業生
辰野金吾（1879 年卒）・建築家
『東京駅』『日本銀行本店』他

丹下健三（1938 年卒）・建築家
『東京計画1960』『広島ピースセンター』『代々木体育館』『都庁』他

黒川紀章（1959 年修）・建築家
『中銀カプセルタワー』『クアラルンプール国際空港』『ゴッホ美術館』他

槇文彦（1952 年卒）・建築家
『代官山ヒルサイドテラス』『スパイラル』『ワールドトレードセンター』『朝
日テレビ本社』『MITメディアラボ新館』他。プリツカー賞受賞

磯崎新（1954 年卒）・建築家
『深圳文化中心』『LA現代美術館』『チームディズニービル』他。また『建
築の解体』『空間へ』など多数の著作で世界的に多大な影響を与える

伊東豊雄（1965 年卒）・建築家
『仙台メディアテーク』『多摩美術大学図書館』『台中オペラハウス』『高
雄スタジアム』『バルセロナ・ポルタフィラ』他。プリツカー賞受賞

森民夫（1972 年卒）・長岡市長
『アオーレ長岡』設計：隈研吾（1977 年卒・現建築学科教授）
藤本壮介 (1994 年卒 )・建築家
『武蔵野美術大学図書館』『台湾タワー』『サーペンタインギャラリー』他

戸恒浩人 (1997 年卒 )・照明デザイナー
『東京スカイツリーライトアップ』他

坪井健 (2000 年卒 )・CGデザイナー　　他多数
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2 年冬学期には、それぞれの分野の基礎を概論と
し て学び、唯一の必修科目である建築設計製図
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建築学科紹介 / DEPARTMENT OF ARCHITECTURE

日本で始めての建築学科
東大建築学科は、明治 6年に開校した工学寮の
専門科の一つとしてスタートした日本で初めて
の建築学科です。東京駅や日本銀行の設計者とし
て著名な第一期生の辰野金吾をはじめ、日本を代
表する建築物の数々が当学科の卒業生の手で生
み出されてきました。近年においても世界のトッ
プレベルで活躍する建築家や建築技術者を数多
く輩出しています。また、建築学は大変すそ野の
広い学問でもあることから、多様な方面の最前線
で卒業生が幅広く活躍しています。

初代教授ジョサイヤ・コンドル（1号館前銅像）

工学部 1号館の外壁沿いに増築された、建築学科図書館

15号講義室での講義

東大建築学科卒の最大手ゼネコン 3社社長との座談会

留学先の設計スタジオ

三大学合同 卒業制作講評会

材料実験

卒業制作展示

批評家・東浩紀 さんを招いた特別講義

構造破壊実験機

建築史実習

COMMUNE246 屋台村（意匠系 3研究室で設計・製作）

被災地での仮設住宅建設ワークショップ

インド・パンジャブで行ったワークショップ（スタンフォード大他と共同）

建築模型を囲んでのエスキース・クリティーク

スタイロフォーム（断熱材）のパビリオン（2013 年五月祭）

3 つの領域と目指す人物像
建築学は、家具や住宅から都市まで人が活動する
あらゆる環境を構想する学問で、専門家としての
歴史観を育成し先端の計画・デザインを行う計画・
歴史・意匠系、現在最も注目される環境問題に取
組む設備・環境系、地震先進国である強みを活か
した先端のエンジニアリングとしての構造・材料・
構法系の 3つの領域を設定しています。建築学
科では、2-3 年でこれら全ての系の基礎力を身に
つけ、４年で各分野の専門性を深めることで幅広
い総合力と高度な専門性を統合して建築を思考
することのできる人物の育成を目指しています。

柔軟な選択性
建築学科では、建築設計の基礎である 2年冬学
期の設計製図第一、学部の集大成である 4年の
卒業論文及び卒業制作以外は全て選択科目 *とな
り、各自の志向に合わせた柔軟かつ幅の広い学習
計画が可能です。
＊一級建築士受験資格を満たすために履修しなければいけない限
定選択科目を用意しています。

豊富な講義と演習
通常の講義に加え、実験や設計製図、デッサンや
都市リサーチなどの演習科目を多く用意していま
す。教員と一対一で直接議論をしたり、グループ
で課題に取組むことも多く、様々な種類のリサー
チ・実験・提案・検証・ディスカッション・プレゼ
ンテーションの経験を積む中で、社会でリーダー
シップを発揮するのに必要な技能を自然に身につ
けることができます。

卒業論文・制作
建築学科では高度な思考力と実践力を身につけるた
め卒業論文と卒業制作（設計または研究）を全員
に課しています。優秀者には辰野賞や海外留学が出
来るコンドル賞が与えられ、各種展覧会やコンテ
ストへの参加、雑誌掲載等のチャンスがあります。

第一で総合力を身につけます。3年夏学期から 4
年夏学期にかけては、各分野の知識と理論の広が
りを実感しつつ、自分に合った専門分野を絞って
いきます。4年になると研究室に所属し、専門性
を充分に踏まえた先進的・実践的演習として卒業
論文と卒業制作に取り組みます。

卒業後の進路 
学部卒業後は他の学科と同様に、大学院に進む人
が最も多く半数を超えています。卒業・修了後の
就職先は学問分野の広さを反映して多岐にわた
ります。建築設計事務所・ゼネコン以外にも、不
動産・デベロッパー・銀行といった建設業を支え
る仕事、業務の発注や監督をする官公庁・国際機
関、プレゼンテーションスキルを活かした広告・マ
スコミは以前から人気がありましたが、最近は地
域に密着したまちづくりコンサルタントや NPO、
時代の要請である改修・保存分野、またコンピュー
タースキルを活かしたグラフィック分野に進む人も
増えています。

あって実物大のパビリオンを設計・施工します。
広報や協賛金の獲得など全て学生だけで行う、こ
こでしかできない経験を得る貴重な機会です。

五月祭への参加 
毎年有志が集まり、様々なテーマのもと協力し

先端的な実験設備 
防火試験用大型加熱炉、熱物性試験装置、X線回
折装置、風洞実験室、万能力学試験機、太陽光、
紫外線暴露試験機・レーザーカッター・3Dプリンター・
ロボットアーム等、新しい建築の可能性を支える多
用な先端的実験設備を備えています。

インターンシップ 
授業の一環として、国内外の設計事務所等で実務
を手伝いながら建築設計のプロセスを学び、建築
家の優れた仕事を体験することができます。

特別講義 
世界で活躍する一流の建築家・研究者・評論家・
写真家・デザイナー等の特別講義を頻繁に行い、
最新の議論を身近で体験することができます。

震災復興活動 への取組み
仮設・復興住宅の設計やコミュ ニティづくりなど
に参加し、様々な形で復興に取組んでいます。復興
住宅設計で 1年半現地に常駐してプロジェクトを
主導した冨安亮輔君は総長大賞を受賞しました。

国際ワークショップ 
MIT、プリンストン大、スタンフォード大、精華大、
シンガポール国立大、ローマ大、マドリッド工科大と
いった世界トップクラスの大学院などと合同で行
う国際ワークショップを多数開催しています。

実施プロジェクトへの参画
4 年で研究室に所属すると、実際に実現するプロ
ジェクトに参加することも可能になります。実際
の建築物を対象として計測や構造計算を行った
り、設計に加わったりと、学生の内から社会と接
する貴重な経験をすることができます。

AUSMIP プログラム
欧州の大学院と交換留学制度を設けています。半
年間、現地の学 生とともに講義や設計課題に取
り組 み、知識や技術の交流を行います。

建築史実習
各地に残る古社寺などの歴史的建造物や、近現
代建築を実際に訪れる実習を行っています。4泊
5日の行程で建築空間を肌で感じながら、学生同
士・教員との親睦を深める機会ともなります。

世界的に活躍する卒業生
辰野金吾（1879 年卒）・建築家
『東京駅』『日本銀行本店』他

丹下健三（1938 年卒）・建築家
『東京計画1960』『広島ピースセンター』『代々木体育館』『都庁』他

黒川紀章（1959 年修）・建築家
『中銀カプセルタワー』『クアラルンプール国際空港』『ゴッホ美術館』他

槇文彦（1952 年卒）・建築家
『代官山ヒルサイドテラス』『スパイラル』『ワールドトレードセンター』『朝
日テレビ本社』『MITメディアラボ新館』他。プリツカー賞受賞

磯崎新（1954 年卒）・建築家
『深圳文化中心』『LA現代美術館』『チームディズニービル』他。また『建
築の解体』『空間へ』など多数の著作で世界的に多大な影響を与える

伊東豊雄（1965 年卒）・建築家
『仙台メディアテーク』『多摩美術大学図書館』『台中オペラハウス』『高
雄スタジアム』『バルセロナ・ポルタフィラ』他。プリツカー賞受賞

森民夫（1972 年卒）・長岡市長
『アオーレ長岡』設計：隈研吾（1977 年卒・現建築学科教授）
藤本壮介 (1994 年卒 )・建築家
『武蔵野美術大学図書館』『台湾タワー』『サーペンタインギャラリー』他

戸恒浩人 (1997 年卒 )・照明デザイナー
『東京スカイツリーライトアップ』他

坪井健 (2000 年卒 )・CGデザイナー　　他多数

カリキュラム

カリキュラム
2 年冬学期には、それぞれの分野の基礎を概論と
し て学び、唯一の必修科目である建築設計製図
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建築学科紹介 / DEPARTMENT OF ARCHITECTURE

日本で始めての建築学科
東大建築学科は、明治 6年に開校した工学寮の
専門科の一つとしてスタートした日本で初めて
の建築学科です。東京駅や日本銀行の設計者とし
て著名な第一期生の辰野金吾をはじめ、日本を代
表する建築物の数々が当学科の卒業生の手で生
み出されてきました。近年においても世界のトッ
プレベルで活躍する建築家や建築技術者を数多
く輩出しています。また、建築学は大変すそ野の
広い学問でもあることから、多様な方面の最前線
で卒業生が幅広く活躍しています。

初代教授ジョサイヤ・コンドル（1号館前銅像）

工学部 1号館の外壁沿いに増築された、建築学科図書館

15号講義室での講義

東大建築学科卒の最大手ゼネコン 3社社長との座談会

留学先の設計スタジオ

三大学合同 卒業制作講評会

材料実験

卒業制作展示

批評家・東浩紀 さんを招いた特別講義

構造破壊実験機

建築史実習

COMMUNE246 屋台村（意匠系 3研究室で設計・製作）

被災地での仮設住宅建設ワークショップ

インド・パンジャブで行ったワークショップ（スタンフォード大他と共同）

建築模型を囲んでのエスキース・クリティーク

スタイロフォーム（断熱材）のパビリオン（2013 年五月祭）

3 つの領域と目指す人物像
建築学は、家具や住宅から都市まで人が活動する
あらゆる環境を構想する学問で、専門家としての
歴史観を育成し先端の計画・デザインを行う計画・
歴史・意匠系、現在最も注目される環境問題に取
組む設備・環境系、地震先進国である強みを活か
した先端のエンジニアリングとしての構造・材料・
構法系の 3つの領域を設定しています。建築学
科では、2-3 年でこれら全ての系の基礎力を身に
つけ、４年で各分野の専門性を深めることで幅広
い総合力と高度な専門性を統合して建築を思考
することのできる人物の育成を目指しています。

柔軟な選択性
建築学科では、建築設計の基礎である 2年冬学
期の設計製図第一、学部の集大成である 4年の
卒業論文及び卒業制作以外は全て選択科目 *とな
り、各自の志向に合わせた柔軟かつ幅の広い学習
計画が可能です。
＊一級建築士受験資格を満たすために履修しなければいけない限
定選択科目を用意しています。

豊富な講義と演習
通常の講義に加え、実験や設計製図、デッサンや
都市リサーチなどの演習科目を多く用意していま
す。教員と一対一で直接議論をしたり、グループ
で課題に取組むことも多く、様々な種類のリサー
チ・実験・提案・検証・ディスカッション・プレゼ
ンテーションの経験を積む中で、社会でリーダー
シップを発揮するのに必要な技能を自然に身につ
けることができます。

卒業論文・制作
建築学科では高度な思考力と実践力を身につけるた
め卒業論文と卒業制作（設計または研究）を全員
に課しています。優秀者には辰野賞や海外留学が出
来るコンドル賞が与えられ、各種展覧会やコンテ
ストへの参加、雑誌掲載等のチャンスがあります。

第一で総合力を身につけます。3年夏学期から 4
年夏学期にかけては、各分野の知識と理論の広が
りを実感しつつ、自分に合った専門分野を絞って
いきます。4年になると研究室に所属し、専門性
を充分に踏まえた先進的・実践的演習として卒業
論文と卒業制作に取り組みます。

卒業後の進路 
学部卒業後は他の学科と同様に、大学院に進む人
が最も多く半数を超えています。卒業・修了後の
就職先は学問分野の広さを反映して多岐にわた
ります。建築設計事務所・ゼネコン以外にも、不
動産・デベロッパー・銀行といった建設業を支え
る仕事、業務の発注や監督をする官公庁・国際機
関、プレゼンテーションスキルを活かした広告・マ
スコミは以前から人気がありましたが、最近は地
域に密着したまちづくりコンサルタントや NPO、
時代の要請である改修・保存分野、またコンピュー
タースキルを活かしたグラフィック分野に進む人も
増えています。

あって実物大のパビリオンを設計・施工します。
広報や協賛金の獲得など全て学生だけで行う、こ
こでしかできない経験を得る貴重な機会です。

五月祭への参加 
毎年有志が集まり、様々なテーマのもと協力し

先端的な実験設備 
防火試験用大型加熱炉、熱物性試験装置、X線回
折装置、風洞実験室、万能力学試験機、太陽光、
紫外線暴露試験機・レーザーカッター・3Dプリンター・
ロボットアーム等、新しい建築の可能性を支える多
用な先端的実験設備を備えています。

インターンシップ 
授業の一環として、国内外の設計事務所等で実務
を手伝いながら建築設計のプロセスを学び、建築
家の優れた仕事を体験することができます。

特別講義 
世界で活躍する一流の建築家・研究者・評論家・
写真家・デザイナー等の特別講義を頻繁に行い、
最新の議論を身近で体験することができます。

震災復興活動 への取組み
仮設・復興住宅の設計やコミュ ニティづくりなど
に参加し、様々な形で復興に取組んでいます。復興
住宅設計で 1年半現地に常駐してプロジェクトを
主導した冨安亮輔君は総長大賞を受賞しました。

国際ワークショップ 
MIT、プリンストン大、スタンフォード大、精華大、
シンガポール国立大、ローマ大、マドリッド工科大と
いった世界トップクラスの大学院などと合同で行
う国際ワークショップを多数開催しています。

実施プロジェクトへの参画
4 年で研究室に所属すると、実際に実現するプロ
ジェクトに参加することも可能になります。実際
の建築物を対象として計測や構造計算を行った
り、設計に加わったりと、学生の内から社会と接
する貴重な経験をすることができます。

AUSMIP プログラム
欧州の大学院と交換留学制度を設けています。半
年間、現地の学 生とともに講義や設計課題に取
り組 み、知識や技術の交流を行います。

建築史実習
各地に残る古社寺などの歴史的建造物や、近現
代建築を実際に訪れる実習を行っています。4泊
5日の行程で建築空間を肌で感じながら、学生同
士・教員との親睦を深める機会ともなります。

世界的に活躍する卒業生
辰野金吾（1879 年卒）・建築家
『東京駅』『日本銀行本店』他

丹下健三（1938 年卒）・建築家
『東京計画1960』『広島ピースセンター』『代々木体育館』『都庁』他

黒川紀章（1959 年修）・建築家
『中銀カプセルタワー』『クアラルンプール国際空港』『ゴッホ美術館』他

槇文彦（1952 年卒）・建築家
『代官山ヒルサイドテラス』『スパイラル』『ワールドトレードセンター』『朝
日テレビ本社』『MITメディアラボ新館』他。プリツカー賞受賞

磯崎新（1954 年卒）・建築家
『深圳文化中心』『LA現代美術館』『チームディズニービル』他。また『建
築の解体』『空間へ』など多数の著作で世界的に多大な影響を与える

伊東豊雄（1965 年卒）・建築家
『仙台メディアテーク』『多摩美術大学図書館』『台中オペラハウス』『高
雄スタジアム』『バルセロナ・ポルタフィラ』他。プリツカー賞受賞

森民夫（1972 年卒）・長岡市長
『アオーレ長岡』設計：隈研吾（1977 年卒・現建築学科教授）
藤本壮介 (1994 年卒 )・建築家
『武蔵野美術大学図書館』『台湾タワー』『サーペンタインギャラリー』他

戸恒浩人 (1997 年卒 )・照明デザイナー
『東京スカイツリーライトアップ』他

坪井健 (2000 年卒 )・CGデザイナー　　他多数

カリキュラム

カリキュラム
2 年冬学期には、それぞれの分野の基礎を概論と
し て学び、唯一の必修科目である建築設計製図



Írásbeli vizsga (A) 1. Nyelvvizsga 2,5 órás English (TOEFL-ITP) 

2. Építészeti 2,5 órás Egy feladat kiválasztása(4-ból), mely a probléma megoldás 
készséget vizsgálja - tervezési feladat

3 -4 órás 1. téma: Építészeti tervezés 
2. téma: Tervezés és History of Architecture 
3. téma: Építészeti környezet 
4.   téma: Építészeti struktúrát és építőanyagok 

Szóveli vizsga (B) Japánul/Angolul 1 szóbeli 3 felügyelő tanár, 3 különböző területről

MA felvételi - Építész szakra







Építész Tanszék

HALLGATÓK

Departments

Senior Division Masters 
course

Doctorate 
course Number of foreign 

research students 
in graduate schoolNumber of 

students

Number of  
reaserch 
students

Number of 
students

Number of 
students

Architecture (38) 130 (1) 2 (66) 209 (30) 110 (9) 23
Urban Engineering (23) 119 (1) 2 (26) 135 (37) 89 (2) 4

Departments Professors Associate 
professors Lecturers Research 

Associate Grand total

Architecture 13 4 1 7 25
Urban Engineering 9 6 2 7 24

OKTATÓK





東 京 大 学 工 学 部
建 築 学 科
DEPARTMENT  OF  ARCH I T ECTURE
T H E  U N I V E R S I T Y  O F  T O K Y O



Építészeti Könyvtár

része az épületnek
- 1935 tervező Yoshikazu Uchida Professor
- 1995 bővítés Kayama Toshio Professor




